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新型コロナウイルス感染症について 
 
新年明けましておめでとうございます。昨年から継続して新型コロナウイルスの

情報提供等を行ってまいります。 
皆さまにおかれましては、新年のお祝いムードに浸ることもなく過ごされた年末

年始だったかと思われます。心中をお察しいたします。 
福島市内では、昨年末から、スナック、病院、老人デイサービス、大学などで相

次いでクラスター（感染者集団）が発生し 12 月 20 日には緊急警報が発令されてい

ます。現在は、市内の感染状況は落ち着きを取り戻しつつありますが予断を許さな

い状況に変わりはありません。 
全国に目を転じますと、寒い時期に入ってからは感染拡大が加速し感染者が激増 

し、高齢者の感染割合や重症者の増加が顕著になり医療現場が非常にひっ迫した状

況になっています。それらを受けて首都圏 1 都 3 県には緊急事態宣言が再発令され

ました。 
そのような状況下、皆さまには、日々の検温、手洗い・消毒などの実施、また施

設面会の制限、ご家族の帰省・出張等に伴う利用制限など、施設・事業所内にウイ

ルスを持ち込まないための取り組みにご協力をいただいております。 
私たち自身も、高齢の方を対象とする業種なので、職員は、帰省の自粛、大人数

での会食や県外移動の制限など日頃からの行動には十分に留意しています。また、

福島市内の 3 つの拠点（松川・伏拝・吉井田）の間の移動制限による感染拡大防止、

万が一に備え、防護服・マスク・フェイスシールドなど防護用品の備蓄、そして、

発熱等の感染症が疑われる場合を想定しての実地訓練も定期的に実施しています。 
コロナ禍においても、皆さまに安心してご利用いただけるように、私たちも、気

を緩めることなく「新型コロナウイルスを、持ち込まない、持ち出さない、拡げな

い」ための取り組みを継続しておりますが、至らない点も少なからずあるかと思い

ますので、ご意見、ご助言等がございましたら、担当職員までお申し出くださいま

すようお願い申し上げます。 
心の底から安心して、人と語らい、笑い合える日は必ず戻ってきますので、その

日まで自粛できることは我慢しつつ、耐えきれないことがありましたら気兼ねなく

ご相談をいただければ幸いです。 
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